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研究成果の概要（和文）： 
 
４年間の研究において、ストーリー・リテリングタスクを用いた、中高大のクラスで一斉に
実施することができるスピーキングテスト（ストーリー・リテリング・スピーキングテスト：
SRST と呼ぶ）を開発した。クラスで実施しやすく、受容能力・発信能力にプラスの影響を与
えることができる。SRST の特徴としては、妥当性があるだけなく、市販のスピーキングテス
トでは測定しにくい初級者用の発話も測定することができることである。この点からも中高の
クラス用に適するテストが開発できたと言えよう。スピーキング・パフォーマンスの採点には
EBB (Empirically derived, Binary-choice, Boundary-definition scales) と呼ばれる評価形式を採
用し、教員が生徒のパフォーマンスを一度聞く間に採点できる高い信頼性のある評価尺度を完
成させた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
In this four-year project, a semi-direct speaking test using a story-retelling task, named Story 
Retelling Speaking Test (SRST), has been developed for junior and senior high school and 
university students. The SRST was designed to ease the process of test preparation and 
administration and generate positive washback effects on enhancing learners’ receptive and 
productive abilities. Concerning scoring learners’ speech performance, an empirical scale called an 
EBB (Empirically derived, Binary-choice, Boundary-definition) scale has been developed for the 
SRST. Through continuous modifications of the scale, the scale has been made that enables 
teachers to rate the student’s speaking performance while listening to it once with sufficient 
reliability.  
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 １．研究開始当初の背景 
 
近年、国際社会において英語でコミュニケ
ーションができる人材が求められている。し
かし、現状では、時間の要するスピーキング
指導とその評価が十分に行われておらず、日
本人の英語コミュニケーション能力の実質
的向上が十分見込めない。この状況を踏まえ、
中高大のクラスで活用しやすいスピーキン
グテストとその評価方法を確立する必要性
が見出された。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、中高大のクラスで簡単に使用で
きる実用性のあるスピーキングテストの研
究・開発を目的とする。テスト形式は、発信
能力だけでなく受容能力への指導・学習にプ
ラスの波及効果をもたらすことができるよ
うに、読んだ内容を話す方式のスピーキング
テスト（Story Retelling Speaking Test: SRST 
と呼ぶ）とした。もう一つの目標は、SRST
のパフォーマンスを測定するために、妥当性、
信頼性および実用性の高い評価尺度を開発
することである。最終目標として、さまざま
な熟達度レベルのテストを作成し、評価尺度
とともに、クラスで使用してもらえるように
普及させることをめざす。 
 
 
３．研究の方法 
 
（1）まず、初級レベルのスピーキングテス
トの開発に向けて、ストーリー・リテリング
用のリーディングテキストの最適な長さを
決定するために、150 語の長めのテキストと
100 語の短めのテキスト２つずつを SRST 形
式にした。そして、約 60 名の学生に実施し、
彼らの発話をテープに録音した。 
 
（2）テスト終了後にアンケートを配布し、
テストの妥当性、波及効果、および発話の産
出量に影響する要因などを調べた。 
 
（3）次に、スピーキング・パフォーマンス
の採点用には、発話を聞きながら、質問に「は
い」、「いいえ」で順に答えていくうちに採点
が で き る EBB (Empirically derived, 
Binary-choice, Boundary-definition scales) と
呼ばれるユニークな評価形式を採用し、SRST
用に評価尺度を開発した。十分に高い実用
性および信頼性が確保されるかを、従来
の分析的評価尺度と比較するために、同
じ受験者のスピーチをこの２つの方法
で採点した。評価者には、どちらの評価
尺度を使用した方が採点しやすかった
かアンケートを取った。  
 
（4）作成した EBB 評価尺度は、従来の
分析的尺度より、高い信頼性を示したが、
それを使って採点するには時間がかか
る結果となったため、EBB 尺度の見直
しを行った。その改良版と異なった形式
の評価尺度を使って、再度採点を行い、
妥当性・信頼性・実用性が高まったかを
検討した。  
 
（5）最後に、SRST の併存的妥当性を調
べるために、妥当性が既に検証されている
Versant と Standard Speaking Test (SST) を、
SRST を受けた学生に受験してもらい、その
得点の相関関係や分布の特徴を調べた。また、
３つのテストを受験した上で、受験生にそれ
ぞれのテストの妥当性および波及効果にか
かわるアンケートを実施した。 
 
 
４．研究成果 
 
 上記の研究から、次のような成果を得た。 
 
（1）SRST の流れとして、 まず、提示され
たストーリーを黙読し、内容把握問題に各自
口頭で答える。次に、試験用紙を裏返し、ス
トーリーについて、キーワードを見ながら 2
分半話す。発話の最後には、ストーリーに関
する感想や意見などを付け加えるという手
順を取った。このようにテストをデザインす
ることで、教室利用において次のような利点
があるテストとなった。第 1 に、話す言語材
料（ストーリー）を与えることによって、発
話する言語知識を十分に持っていない学習
者にとっても、学習効果があり、かつ発話を
促すことができる。第 2 に、ストーリーに使
用するテキストの難易度を変えることによ
って、SRST のレベルを変えることができる。
第 3 に、ストーリーに使用するテキストは、
文法項目や重要語句などのターゲットにな
る学習項目を含めることができ、学習の定着
が図れる。 
 
（2）さらに、実用性を高めるために、使用
するストーリーが変わっても、共通して使用
できるような手順と音声指示文を完成させ
た。 
 
（3）初級レベルの SRST に関しては、受験
者の発話再生量から、2 分間の黙読後、記憶
の負担なくストーリーに関して話ができる
テキストの長さは、100 語から 150 語程度の
長さが妥当である。しかし、内容の親しみや
すさに発話量が影響されるため、2 種類以上
のテキストを使用する方が信頼できる評価
ができる。 
 
（4）発話量は、主にストーリーのトピック
や長さに影響されやすいことから、複数のテ
キストを使用するほうがより正確なスピー
キング能力が測れる。 
 
（5）テストの有効性（usefulness）について、
アンケートの分析を行った結果、受験者は、
ストーリー・リテリング・スピーキングテス
トが、主には意見を含めてリテリングすると
いうスピーキング能力を測定されていると
知覚しており、学習上、役立つテストである
と回答していた。このことから、受験者側か
ら見たテストの妥当性および発信能力を鍛
える上でプラスの波及効果に関する１つの
証拠を収集することができた。授業での活用
にたいへん役立つテストになるのではない
かと思われる。 
 
（6）SRST の実施状況から、面接式スピーキ
ングテストと比較して、録音機器を利用でき
るところであれば、たいへん簡単に実施する
ことができ、実用性の高さが確認された。 
 
（7）信頼性に関しては、その評価方法とし
て、得点を出しやすい EBB 方式を作成し、何
度か改良を重ね、２分半の生徒の発話を１度
聞 く 間 に 、「 伝 達 能 力 (communicative 
efficiency) 」「 文 法 と 語 彙 (grammar & 
vocabulary)」「発音(pronunciation)」の 3 つの
観点で高い信頼性のある評価を行うことが
できる評価尺度を完成させた。また、２つの
異なったストーリーを実施することで、十分
信頼性のある評価を行うことができること
も確認した。 
  
（8）評価尺度の実用性の面では従来の分
析的評価尺度の方が若干優れていたが、
改良版では、実用性、信頼性とも他の評
価尺度や評価形式と比較しても、ほぼ同
じ程度かより優れている面が多く、実用
面においても問題なく使用できるよう
になっていた。しかし、生徒どうしが評価
し合うピア評価として使用するには難しい
面もあり、今後、さらに使いやすい評価尺度
を検討していく必要があることがわかった。 
 
（9）SRST の併存的妥当性に関しては、市販
のスピーキングテストである Versant および 
SST の３つのテストの相関分析および重回帰
分析の結果、SRST は Versant および SST と中
程度の相関があり、46%の SRST の得点の分
散が 2 つのテストで説明できることが示され、
ある程度の SRST の妥当性が証明された。 
 
（10）SRST と市販の２つのテストの得点間
にずれが大きい受験者の発話を調べたとこ
ろ、タスクの違いと、評価時の強調する側面
の違いがあった。SRST に特化した特徴とし
て、市販のスピーキングテストではカバーで
きない初級者用の発話も測定することがで
きることがわかった。このことにより、初級
レベルの多い中学・高等学校の授業で使用で
きるテストとなっていた。 
 
以上 10 点が明らかになり、今後は、中級・
上級レベルの SRST の開発を行うとともに、
初級レベルに関しては、SRST の練習問題や
テスト冊子を作成し、SRST 普及に努めてい
く必要がある。また、上記（8）に触れたよ
うに、ピア評価用に、今後さらに使いやすい
評価尺度を検討していく。 
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